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サッカースタジアム，広場エリアの整備に係る取組状況について 

 
 
 

１ 概 要 

中央公園広場におけるサッカースタジアム，広場エリアの整備についての取組状況を報告する。 

 

２ 「４者が期待する中央公園広場の整備の方向性」の取りまとめ 

サッカースタジアム建設推進会議に係る関係４者において，集客目標や求められる機能等について議論

し，４者が期待する整備の方向性（以下，「整備の方向性」という。）を，別紙１のとおり取りまとめた。 

（１）位置付け 

事業者の公募（サッカースタジアム等の整備事業者，広場エリアの賑わい施設整備事業者）に当たり，本エリアをど

のように発展させていきたいかについて，４者が期待する「整備の方向性」としてまとめたもの。 

民間事業者からは，より自由な発想により，本資料が示す方向性を基に，具体的で，実現可能性が高

く，かつ魅力あふれる提案を期待する。 

※ 実際に導入される機能やイベント等については，令和３年度以降に予定されている広場エリアの賑わい施設

整備事業者やサッカースタジアムの指定管理者の決定を受けて，確定。 

 

（２）県意見の反映状況 

○ 集客目標 

広島市域のみならず，県内外から広く集客すること（マツダスタジアムと同等以上の集客）〔要求水準書〕 

→ 中央公園広場全体 220万人/年（8～10頁） 

○ 施設の機能（主なもの） 

ア 中四国全域を始め，広域から集客が期待できる機能 

【Ａゾーン】スタジアムと公園をシームレスに繋ぎ，連携する機能（12頁） 

（例：体験型ミュージアム 等） 

【Ｅゾーン】旧太田川に接する親水環境・眺望を活かしたウェルネスコミュニティ機能（16頁） 

（例：魅力的なランドスケープ／水辺を利用した様々なイベント 等） 

【スタジアムゾーン】世界に誇れるサッカースタジアム機能を核とし，多目的かつ多機能化した 

都心交流型スタジアム（17～20頁） 

（例：映像・音響・照明装置やＡＲ等の一体的運用による迫力と臨場感／多様な観戦スタイル／ 

体験型コンテンツでエキサイティングな非日常体験を提供するスタジアムツアー／ 

イベント会場／コンコースやスタンドを活用した魅力ある集客イベント 等） 

イ 広島の魅力を発信・体験できる機能（飲食，観光，文化，産業，県産材の活用など） 

【Ａ ゾ ー ン】スタジアムと公園をシームレスに繋ぎ，連携する機能（12頁） 

（例：オンリーワンものづくり＋バーチャル体験 等） 

【Ｃ ゾ ー ン】広島の様々なモノやコトを体験・購入できる場所（14頁） 

（例：広島の美味しいモノグルメ体験／産直マルシェ 等） 

ウ 各種イベントの実施（広域の集客が期待できるものや 23市町が参画できるものなど） 

【イベント活用例】（24，25頁） 

（例：県内各地域の祭りと連動したイベント／地域振興型グルメフェス／産業フェスタ／ 

パブリックビューイング／光の祭／スポーツフェスティバル 等） 
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３ サッカースタジアム建設推進会議の開催 
サッカースタジアム建設推進会議を開催し，関係者で取組状況等を共有した。 

（１）開催日時 
令和３年１月２５日（月） 

 
（２）開催場所 

ＪＭＳアステールプラザ 
 
（３）出席者 

広島市長，広島県知事，広島商工会議所会頭 
サンフレッチェ広島会長（オブザーバー），広島県サッカー協会会長（オブザーバー） 
※ 今後，具体的な設計等の作業に入るに当たり，国際試合やアマチュア利用の観点からの意見を取り入れるた

め，今回から，広島県サッカー協会がオブザーバーとして参加 

 
（４）会議内容 

○ 取組の進捗状況を確認し，令和６年開業を目指す事業スケジュールについて認識を共有するととも 
に，資金調達について，各者の取組状況について報告を行い，引き続き連携して取り組んでいくこと
を確認した。 

○ 会議資料は以下のとおり。 
・【別紙１】中央公園広場 ４者の期待する整備の方向性 
・【別紙２】サッカースタジアム整備等の取組状況等について 
・【別紙３】中央公園広場エリア等整備・管理運営事業 公募設置等指針（素案）の概要 

 
（５）各出席者の主な発言要旨 

〔サンフレッチェ広島会長〕 
・2024年のＪリーグ開幕戦がスタジアムパークで開催できるよう，当初の事業スケジュールを確実に実行
していただきたい。 色々な面でしっかり協力させていただきたい。 

・エディオンとして30億円の寄附を実施しており，本年度末の寄附金の累計は 12億円になる予定。 

〔広島県サッカー協会会長〕 
・2024年は，県サッカー協会創立 100周年という記念すべき年。 
・是非スケジュールどおり進めていただきたい。 

〔広島商工会議所会頭〕 
・令和６年開業に向けて，スケジュールどおりスピード感を持って進めていただきたい。 
・地元経済界としては，総額10億円の目標を立て，昨年 10月以降活動を始めており，大変良い感触を得
ている状況。 

〔広島県知事〕 
・スケジュールについて，基本計画にあるとおり，令和６年の開業を目指す事業スケジュールは最大限努
力すべきだと考えている。 

・資金調達について，県としても，基本計画に基づき，県議会の承認を得た上ではあるが，応分の負担を
する考えである。 

・その前提ではあるが，これまで一貫して申し上げてきたとおり，県の費用負担については，具体的な姿
を描く中で議論していくことが必要であると考えている。 

・ＤＢ（デザイン・ビルド）方式が採用されたことにより，手順として，具体的な姿が分かるのは事業者
選定の後になる。 

・現時点では，県民の皆様や県議会に対して説明できるような，実現可能な具体案がまだなく，費用負担
について判断できないため，県の令和３年度当初予算計上は難しいと考えている。 

〔広島市長〕 
・広島商工会議所会頭，サンフレッチェ広島会長の御協力もあり，目標に向けて着実に資金確保が進んで
いることを確認できたので，市としてもそれを前提に予算化すべく説明していきたい。 

・事業実施主体として非常に責任が重いという意識に至っている。市議会の了解を得るべく努力し，皆さ
んの御期待に必ず応えられるよう，スケジュールに沿って進めていきたい。 































 

 

１ 令和２年度の取組 

 ⑴ サッカースタジアム等整備（DB事業） 

  ・ ９月議会において，事業費に係る債務負担行為の設定に関する補正予算可決 

・ 10月 22日 事業者の公募を開始 

  ・ 12月 1日 参加事業者との競争的対話を実施 

⇒ 「４者が期待する整備の方向性（素案）」を示し，提案書作成に当たって本資料の

内容に配慮すること，市外，県外からどの程度の集客を見込めるかを提案内容に盛り

込むことを指示 

 ・ 2月 15・16日 参加事業者からの提案書を受付 

 ・ 3月 30日   事業者選定審議会を開催し，優先交渉権者を選定 

 

 ⑵ 広場エリア整備（P-PFI事業） 

  ・ 事業者の公募の資料となる公募設置等指針の素案を作成 

   ※ 公募設置等指針（素案）の概要は別紙３のとおり 

  ・ 3月 31日 事業者選定審議会を開催し，公募設置等指針等を審議・決定 

 

 

 

 

２ 令和３年度以降の取組 

 ⑴ サッカースタジアム等整備（DB事業） 

  ・ 令和 3年 4月    優先交渉権者と仮契約を締結 

  ・ 同年 6月      ６月議会に契約締結議案を提案 

     ⇒ 契約締結議案の可決後，本契約の締結 

  ・ 同年 7月～     基本・実施設計等 

  ・ 令和 4年度～6年度 建設工事，開業 

 

 ⑵ 広場エリア整備（P-PFI事業） 

  ・ 令和 3年度      事業者選定，実施協定締結 

  ・ 令和 4年度～6年度 設計，建設工事，開業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全体スケジュール  

区分 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 

DB

事

業 

     

P-

PFI

事

業 

     

  

４ 全体事業費及び財源内訳 

・ 本事業の全体事業費は，サッカースタジアム等整備，広場エリア整備，埋蔵文化財発掘調査

等の事業費の総計として，270億 9,900万円と見込んでいる。 

・ この事業費に係る財源については，基本計画に示している資金調達の考え方に基づき，全体

事業費から，国庫補助金，寄附金，使用料収入等を償還財源とする市債等の見込額を差し引き，

なお不足する部分については広島市及び広島県が協力して資金確保を図ることとしている。 
 

事
業
費 

全体事業費 270.99億円 

財
源
内
訳 

 

国庫補助金 

 

80.15億円 

 

寄附金 

 

63億円 

 

使用料 

収入等 

27.1億円 

民

間

資

金 

 

0.3

億

円 

 

自治体負担分 

 

100.44億円 

サッカースタジアム等整備の取組状況等について 

スタジアム及びペデ
は 5年度末引渡し 

提案内容によるが，概ね
3 年度に設計，4～6年度
に建設工事の見込み 

DB事業者と P-PFI事業者
の間で，設計内容等につ
いて随時調整を行う 

エディオン 30億円 
マツダ   20億円 
地元経済界 10億円 
個人     3億円 

 

 

サッカースタジアム等整備（DB） 257億 400万円 
広場エリア整備（P-PFI）         3億円 
埋蔵文化財発掘調査       8億 3,100万円 
ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務等    2億 6,400万円 

事業者 
選定 

 
提案 
期間 

設計・建設工事   
 

 

本契約（6月議会議決後） 

▼ 

選定審議会 

▼ 
提案書提出 

▼ 

契約 
手続 
 

事業者 
選定 

発注準備 設計・建設工事・開業準備  契約 
手続 
 

提案 
期間 

▲ 

選定審議会 

▲   

提案書提出 

▲ 

選定審議会 

▲ 

協定締結 

別紙２ 



（１）公募対象公園施設の整備及び管理
豊かな水と緑の立地環境を活かした飲食・
物販・サービス等のにぎわい施設の整備及
び管理運営

（整備及び管理運営に関する方針）
年間を通じて子どもから大人まで幅広い世代の県民や市民、近県の方々、国内外の観光客が楽しめる空間づくり

・都心のオアシスとなるような空間、・県内各地に誘客できる機能を付加
・広島らしさを感じられ、来訪者がまた来たくなるような施設、
・旧太田川に面し、原爆ドームを望む南北軸線上にある中央公園広場の立地や環境
・サッカースタジアムとの一体的なデザイン及び機能・役割分担
・試合開始前及び終了後に立ち寄りたくなるような施設
・機能的でわかりやすく、利用しやすい空間づくり、・平和記念公園や中央公園全体の回遊性の向上

（２）特定公園施設の整備

来園者が快適にくつろげ、多様なイベントやアクティビティにも活用できる園路・広場、屋外トイレ、案内板、植
栽等の公園施設整備

（３）魅力向上業務の実施
ア 広場エリア等のイベント等によるにぎわい創出

イ スタジアムと広場エリア及び中央公園全体のエリアマネジメント

・中央公園広場内のスタジアム指定管理者とPark-PFI事業者が連携するための協議体を設ける
・さらに、旧広島市民球場跡地のPark-PFI事業者が立ち上げる協議体の構成員として参画し、中央公園全体の魅
力向上に向けて取り組む

２ Park-PFI事業の概要

本事業は、サッカースタジアム等整備事業

と広場エリアのPark-PFI事業による効果的な

にぎわい機能が、一体的に機能するよう再整

備を行うことにより、県内外から広く集客す

るとともに、その効果が県内各地に波及し、

年間を通じて子供から大人まで幅広い世代の

県民や市民、さらには観光客が楽しめる都会

のオアシスとなる新たなにぎわいを創出し、

広場の拠点性を最大限高めることを目的とし

ている。

1 事業の目的

中央公園広場エリア等整備・管理運営事業 公募設置等指針（素案）の概要

(ｱ) 恒常的なにぎわい創り

・恒常的なにぎわい創出のための

広場エリア等の魅力向上の取組

(ｲ) イベントの企画・実施

・ 既存イベントの継続・発展実施

・ 新たなイベントの実施

(ｳ) にぎわい創出に当たっての留意点

・県内外から人が訪れる魅力的なイベント等を企画

・統一された中央公園広場のコンセプトにふさわしいイベント等の実施

・県全体の観光プロモーションに繋がるイベント等の実施

・スポーツ・文化芸術イベント等の実施

・周辺地域コミュニティの形成に繋がるイベント等の実施

（４）利用目標

・ サッカースタジアムも含めた中央公園広場全体でマツダスタジアム以上(２２０万人/年)の集客目標を目指す

・ サッカースタジアム本体や広場エリアに新たに整備する飲食・物販等の施設利用及びイベント等の集客により
１６６万人/年以上と設定(ｽﾀｼﾞｱﾑ集客目標54万人と設定)

イメージ図

Park-PFI事業区域
1）公募対象公園施設

2）特定公園施設

3）魅力向上業務

指定管理業務区域

Park-PFI指定管理業務

スタジアム指定管理業務

【凡例】

別紙３

指定管理業務
選定されたPark-PFI事業者を、指定管理者指定審議会での審議、議会での議決後（令和4年12月予定）、指定管理
者に指定

感染症対策への配慮

新型コロナウイルス感染症をはじめ新興感染症に対する感染症拡大防止に努め、「新型コロナウイルス感染症対

策の基本方針」及び「新しい生活様式」に配慮した施設整備及び管理運営を行うこと

３ その他


